
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和５年12月３日(日)、西中学校区の小学校・

中学校から推薦された作文・標語・ポスター52点

の中から選ばれた優秀作品８点の表彰式を行いま

した。 

表彰式では、作文の朗読と、標語・ポスターに

込めた「思い」を発表しました。子どもたちの作

品への気持ちがよく伝わり、参加者も人権に対す

る意識を高めるよい会となりました。 
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倉敷市立老松小学校 

１年 野島 朱莉さん 

 

倉敷市立万寿小学校 

３年 佐藤 春花さん 

倉敷市立西中学校 

３年 橘 宗志さん 

「コロナウイルスの 

        差別」 

倉敷市立万寿小学校 

６年 森田 彩水さん 

 

「人が生きやすい世界」 

倉敷市立西中学校 

２年 佐田尾 百桃さん 

◀作品に込めた

「思い」発表の

様子 
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10月28日(土)、地域の「名人」の方々35人を講師にお招きし、

「ふれあい体験学習」を４年ぶりに実施しました。「投げごま

づくり」や「お茶とお花を楽しもう」など12の講座を開催する

ことができました。子どもたちは、各自選んだ講座で「名人」

の方々の指導を受けながら、みんな生き生きと活動しました。 

 「ようこそ昆虫ワールドへ」の講座では、虫取り網を持って

向山公園に出掛けました。採集した昆虫の名前や特徴などを

「名人」の方に教えてもらいながら楽しく学びました。最後に

大きなカマキリを捕まえた時には大歓声が上がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月８日(水)に地域の一人暮らしのお年寄りの方をお招きし

て、秋のふれあいサロンを開催しました。 

年長組の子どもたちが自己紹介をしたり歌を歌ったり、  

じゃんけん遊びや肩たたきをしたりして交流を楽しみました。

また、運動会で表現したパラバルーンを披露し、たくさんの拍

手をもらいました。短い時間でしたが、みんなが笑顔になり、

子どもたちにとっても、楽しく、自信につながる経験となりま

した。 

今後も地域の方々との交流を通して、親しみの気持ちをもっ

たり、感謝の心を育んだりしていきたいと考えています。 

 

 

 中洲認定こども園では、勤労感謝の日に合わせ、毎年身近で

働いてくれている方々に感謝の気持ちを伝える『勤労感謝の会』

を行っています。今年は中洲分署の消防士さんをお招きし、避

難訓練の様子を見ていただいた後、話を聞いたり、消防車を見

学させてもらったりしました。火遊びをしないこと、避難する

ときには『お・は・し・も』(押さない・走らない・喋らない・

戻らない)の約束を守ることが大切だと教えていただきました。  

 消防車見学では、放水する時の手順や掛け声を実際にホース

を構えて実演してくださり、子どもたちからは「かっこいい！」

「消防士になりたい」と憧れる声も聞かれました。 

会の後、消防士さんに感謝の気持ちを込めて手作りのプレゼ

ントを渡しました。 

 


